
（2）気象環境

昭和52年度における一般環境大気測定局での気象データを解析した結果をみると，県内にお

ける風速は全体的に1・0～3・0汀り；ecの範囲の頻度が多く，全体の48．7％を占めている。また，

風向の頻度は，4月から10月までの非暖房期には特に昼間時に南東風成分が24．5％と多く，11

月から3月までの暖房期には北西風成分が36・9％と多くなっている。山岳地帯に近い測定局で

は，その地形から風速が0・3rr蟻ec未満である静穏（calm）の場合が多く出現する場所（鷲沢局

20・4％）や山風等の影響から風向の定まらない場所（箆岳局）があり平野部と比べると，風の

特徴において差異が認められる。

（昭和52年4月～53年3月）

非暖房期風配図

（昭和52年11月～53年3月）

（昭和52年4月～10日）

（3）環境濃度

昭和52年度における二酸化硫黄，二酸化窒素の環境濃度をメッシュ別に推定した結果をみる

と，二酸化硫黄の濃度分布は仙台都市圏，石巻圏が高く，これらの周辺の圏域では低い値とな

っている○また，各市町村圏とも都市部で高く，それ以外の地域ではバックグラウンド濃度と

ほぼ同じレベルの低い濃度となっている。
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